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躙沢文恙 i舌動愧告 いきもヽき長寿瘍糞じヽ

写軋鶉巡 り量プ矮琲麒漑颯響凩躊文隕茫薇貪夕醸颯
社会福祉協議会藤沢支会では、藤沢公民館 と藤沢自寿連合会の共催により、毎年 「いきいき長寿の

集いJを 開催 しています。今年度は、 7月 2日 (木)に、おおむね 60歳以上の 45名 (男性 11
名、女性 34名)の皆様と国の重要文化財 「吉田家住宅」、和紙の手すきを見学できる 「埼玉伝統工

芸館」、ちょつこれいとお♪ちょつこれいとお♪でおなじみの 「(株)明治 坂戸工場」の 3箇所を見

学してきました。

1番 目の見学地は、小川町にある国重要文化財の 「吉田家住宅」です。昭和 59年の調査の時、柱

|こ 「享保 6年」上棟の墨書きが見つかり、年代のわかる県内

最古の民家と言うことで、平成元年に国の重要文化財に指定

されました。こちらの 「吉田家住宅Jは、平成に入つても住

宅として住んでいたそうです。当日は、ご当主の方がお話を

してくださいました。建物を長く保存するため、毎日火を焚

き殺菌をされたり、 「重要文化財となつても利用することに

意味がある。」とギヤラリーやコンサー トなどの利用に協力

されたりと、誇りと使命を持つて文化財を保存していらつし

ゃるのが伺えました。

2番 目の見学地は、 こちらも小川町にある 「埼玉伝統工芸館J。 小川町の和紙 「細川紙」(ほそかわ

し)は、 日本の手すき和紙技術として世界無形文化遺産 となつたものです。こちらも説明を受けなが

ら実際に手すきを見学しました。和紙の原料となる格 (こ う

ぞ)の繊維が薄く均一にすかれた和紙の美しさに皆感心。和紙

をすく時のリズミカルな音や、すきあがつた和紙の滑らかさな

ど、 日本の美しい伝統を間近で感じることができました。

3番 目は、「(株)明治 坂戸工場」です。バスから降りると

チェルシーの歌でお出迎えしてくれました。

坂戸工場では、板チョコレー ト・ココア・カールを製造して

いるそうです。それぞれの工程を先に映像で説明していただ

き、それから2班に分かれ、板チョコレートとカールを製造し

ている様子を見学 しました。チ ョコレー トはカカオ豆から加工していて、カカオマスにする前のもの

を実際に食べさせていただきました。チ ョコレー トになる前のカカオ豆も香ばしくとてもおいしかつ

たです。キズや害1れなどの確認は人の目が必要と

されていましたが、ほとんどがオー トメーション

で板チョコが次々とできていました。

カールの原料はトウモロコシで油で揚げていな

いスナックと聞いて感心。それより驚いたのが、

カールおじさんは40代の独身だそうで、昔はカ

ール坊やがカールの主人公だつたそうです。カー

ルは軽く、運搬にはかさばるので、坂戸工場で製

造されたものはだいたい関東圏で販売されるそうです。深谷で売つているカールは坂戸工場で作られ

たものなのですね。

当日は順調に見学でき、皆無事に藤沢公民館に帰着しました。伝統から最新技術まで、 日本のもの

づくりを勉強してきた 1日 でした。

爾巨メール:Shakyo⑤ bb.k∩ ct.∩ e.jp
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萱場長寿会も自治会、民生委員の指導により、高齢者の方が気軽に集まって交流できる場として

「萱場サロンJを 3年前に結成しました。

結成の主旨は誰でも参加でき、誰でも気軽に話合い、誰でも顔を合わせて笑える 「萱場サロン」と

して活動しています。

毎月 15日 は先輩から引き継いだ萱場稲荷神社境内、自治会館、くれよん館駐車場の清掃、草取

り、終了後皆さんと報告会を開き、皆さんも会の運営に興味を持つていただきたいと思つています。

深谷市の七夕に合わせて 「萱場長寿会」 6月 から、チラシ、包装紙で千羽鶴、その他の飾り物を各

自工夫し、話しながら指を動かし愉快な時間です。

七夕祭り当日竹笹にかざり、萱場レクの皆様に民謡踊りで花を添えていただきました。

萱場サロンとして、年末には千支の色紙、七夕祭りには、ミニの七夕を見守りの方々に配つていま

す。

その他、年間行事として、毎週火曜にカラオケ、輪投げ、グランドゴルフ忘年会または自治会のお

祭り、餅つきのお手伝いをします。

これからの課題として、一人でも多くの方々に、会へ参加していただくよう努力したいと思つてい

ます。

爾ホームページ http:′ ∫www.fukaya_shakyo.com′ 深谷市社協で検索 !
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岡部地区青少年健全育成会は、岡部公民館 と共催により平成 27年 7月 25日 (土 )、 岡部 B&G

海洋センターのプールにて、「マスのつかみ取 り大会」を開催 しました。

当日は、小学 1年生から6年生の子ども20人が参加し、マスのつかみ取 りを楽しみました。

この事業は、マスのつかみ取 り体験を通 して生物の実態環境を理解 し、自然界の生態系を学ぶとと

もに、青少年と親子の交流を深めなが ら友情の輪を大きくすることを目的に、実施 している事業で

す。

終了後は、参加者とその保護者にかき氷が振舞われ、夏休み初めの楽しいひと時を過ごしました。
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赤い羽根共同募金 (共同募金)は、 1947年 (昭和 22年)に始まり、 60年以上の歴史と実績

のある全国的な募金運動です。戦後の厳しい生活の中で、“共に助け合つて生きていこう"と いう熱い

連帯感から始められたのが『赤い羽根共同募金』です。

本年も 10月 1日 から、全国一斉に『赤い羽根共同募金運動』が始まります。共同募金は、相互の

助け合いを基調とし、だれもが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、様々な方法で実

施されます。

☆具体的には、次のような募金活動が行われます。

皆様か ら寄せ られた募金は、埼玉県共同募金会でとりまとめられ、社会福祉施設の整備及び高齢

者、障害者、児童等の福祉向上と社会福祉活動推進のために、有効に活用されます。

～鐵漑鱚魏鰊様子 (葬年纏》～
ふつかちゃんも応援 しました ! ご協力、ありがとうございます |

●戸別募金

0街頭募金

0学校募金

●職域募金

●法人募金

大切に使つてね !
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自治会を通じて、各世帯にご協力を呼びかけるものです。

運動開始をお知 らせするとともに、駅前や大型店舗などの

人通 りの多い場所で、広 く募金を呼びかけるものです。

市内の高等学校、中学校、小学校、幼稚園、保育園に働き

かけ、児童 。生徒の皆さんにご協力を呼びかけるものです。

市内の事業所、学校、社会福祉施設、各種団体、市役所の

職員の方にご協力を呼びかけるものです。

市内の企業にご協力を呼びかけるものです。

目問 い合わせ

社会福祉法人

埼玉県共同募金会深谷市支会

深谷市本住町 12番 8号
(深谷市社会福祉協議会内)

電:言舌:048-573-6563
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饉鐵塵 隧礎課国
誰もが住みなれた地域で、安心して暮 らせる地域づくりを目指すため、判断能力が不十分な方の権

利と財産を保護する 「成年後見制度」の周知・啓発と併せて、その担い手として、地域住民の視点で

地域福祉に貢献する 「市民後見人」を養成するための研修会を実施します。

開 催 目 時   間 所場

対  象

定  員

受 言髯 米斗

申  込

問い合せ

そ の 他

深谷市内在住 。在勤の 20歳以上の方

50名

無料 (但 し、研修で使用するテキス ト代は別途実費負担 )

10月 16日 (金)ま でに、『深谷市市民後見人養成講座基礎課程受講申込書』を、テキ

ス ト代 (4, 568円)を添えて問い合せ先へ提出してください。

深谷市成年後見サポー トセンター (深谷市社会福祉協議会内)

電話 :573-6561

基礎課程の全 日程を修了された方で、市民後見人を目指す方を対象に実践課程を開催 し

ます。
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釉償家事援爾サー ビス螂敗臨麹徒貪廂瞑 警

社会福祉協議会では、在宅福祉の一環 として市民の参加と協力により、深谷

市有償家事援助サービス事業を実施してお ります。そこで本講座ではサービス

提供していただく協力会員の養成講座の受講生を募集いたします。

～協 力会 憂養成 講座詳細 ～

◇対  象 :市内在住の 18歳以上の方で 2日 間とも参力0可能な方。資格の有無は問いません。

ノい身ともに健康であり、講座終了後に協力会員の登録をしていただける方       |‐ ■

◇日  時

◇場  所

◇定  員

◇講座内容

◇申  込

10月 6日 (火 )、 7日 (水)午前 9時～ 12時

深谷雨ボランテイア交流センター 3階大会議室

先着 40名 ◇受講料  : 無料

家事援助を行う上で必要となる講義 (健康・食事 。介助など)

社会福祉協議会 (TEL5 7 3-6563)へ お申し込み<ださい。

鶉
膊絣

地域の|みんなで
‐支え含おう !

:1骰

滲褻《有償家事援助サービスとは…》

サービスを必要とされる万に対 して、協力会員の空き時間にお手伝いをして禾」用料 (30分
350円 )を受け取るサービスです。掃除、洗濯、ゴミ出し、布団干し、食事の支度、買い物、

などで自分ができるサービスを提供していただきます。※身体に触れる行為は行いません。



熊1谷1特1方1気‐接1孝1根:地 :

対  象 :共生社会に関心がある方

定  員 :20名程度

スケジュール

11月 12日 (木 )

11月 21日 (土 )

12月  4日

12月  8日

12月 16日

金

　

火

　

水

と こ ろ

受 講 料

申  込

埼玉県熊谷特別支援学校 (熊谷市川原明戸 605)
無 料 (ボ ランティア保険加入が必要になります。)

埼玉県立熊谷特別支援学校 教務主任 高野又は特別支援教育コーディネーター 常木 。

金澤まで 電話 :048-532-3689
11月 2日 (月 )ま で申込期限

ギばヽ ポ ぶヽ it=ヽイ|ギ ■ヽギ ■ギイドぎltギ■、ド ■ゞポ=♯t・さ
`(ト

ヤ
=ド

■ド●
=rtく

■イ

`ギ
trヽマ

`ド

イ■ギマ|■
『

イド■ヽ 1`1ギ il年ドtくば■7ギ|●、ドヾヾ事■ギドⅢギ■ド 、ヽギヽ 1詩 ぎヽ やヽ ミヽド|=寺 ■ヽ♯ ´́ギト

障 害 者 料 理 教 宦 歩カロ者基纂

料理作りを通して、楽しいひとときを一緒に過ごしませんか ?

開1催

◇対  象 :深谷市にお住まいで障害のある方

◇定  員 :各 20名 (先着順)

◇参 カロ費 :1回 500円 (食材費)

◇問い合せ・申込 :障害者生活支援センター歩歩 (ポ ッポ)

電話 :048-575-1115

」∧花園・アグリホール花園・・ 046, 347円

原  信重・・・ 000・ 000・ 11, 663円
嵩澤 正貝」・ 00・ ・ 00。 ・・ …21, 400円
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曽 目 の 寄 付 金 絆 威27年 6月 1日～7月 31日 )

新丼 圭子 0・ 00・ ・・ 48, 000円
11, 205円

域 1支 1援|ボランテ イア
ー
講‐座 《入問鰻》

9'30～ 1

9130～ 1

9:30～ 1

9:30～ 1

9:30～ 1

1:45

1:45

5:15

2100

1:45

特男1支援学校に在籍する児童生徒が居住地の小

中学校で学習活動を行 うための補助や校内の後方

支援、学校行事の手伝いをしていただくボランテ

ィアを育成する講座≪入門編≫です。

※入門編を経てスキルアップ編受講後にポランテ

ィア登録とな ります。

原  信重
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饂  平成 27年度 日本赤十字社 一般社資募集 結果報告  甕鰤

去る 5月 より、日本赤十字社社資募集を行つた結果をご報告いたします。

日本赤十字社は、世界の平和と福祉の増進のため、人道の理念のもと、幅広い活動を展開 しています。この活

動を展開していくための財源として、皆様 /DNら 社資 (寄付金)のご協力をいただき、地域住民をはじめ行政、関

係機関との一層の連携を図りながら社会福祉事業の推進に取り組んでいます。

なお、実績額の 10%が 各地区へ還元され、福祉事業に活用されることになります。

「
θ
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ことと思います。
・ち、れあいスポーツ大会…福祉健康まつり

～平成 26年度 派遣件数～

生活 91 医療 501 職業 9 教育 9 その他 54

秋は行事が多くな ります。いろいろなところで手話通訳者を見かける   がんばろう I

…講演会…などなど

664イ牛

【昨年 ( ム年)】

187,007円1,123,800円 566,040円 1,033,900円 279,000円

219,000円 243,600円 1,118,729円 827,421円 1,031,190円

赤十字奉仕団

8,500,837円758,050円 769,100円 344,000円
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窓□の営業時間

午前 8:30～ 午後 5:15

お気軽にご相談ください く、1,:
‐ `′ |、 |
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